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「
説
明
力
」の
欠
如

露
呈

長
崎
市
公
会
堂
の
解
体
中
止

を
問
う
住
民
投
票
条
例
案
。
市

民
団
体
の
請
求
で
市
が
市
議
会

の
今
定
例
会
に
提
案
し
た
が
、

序
盤
で
否
決
さ
れ
た
。
跡
地
に

新
市
庁
舎
を
建
て
る
市
の
方
針

が
「
お
墨
付
き
」
を
得
た
か
に

見
え
た
が
、
議
会
は
そ
の
後
「
解

体
工
事
の
入
札
に
問
題
が
あ

る
」
と
指
摘
し
、
業
者
と
契
約

を
結
ぶ
議
案
ま
で
否
決
し
た
。

市
は
自
ら
の
〝
失
策
〞
で
市
政

を
停
滞
さ
せ
る
格
好
と
な
っ

た
。議

論
の

台
は
環
境
経
済

委
。
市
が
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
の
参
加
条
件
を
緩
和
し
た

こ
と
に
、
委
員
が
「
勝
手
に
ル

ー
ル
を
変
え
た
」
と
か
み
つ
き
、

賛
同
が
広
が
っ
た
。

入
札
に
は
参
加
基
準
が
あ

る
。
た
だ
、
そ
れ
を
記
し
た
公

文
書
に
よ
る
と
「
一
般
的
な
も

の
」
で
し
か
な
く
、
市
の
裁
量

で
適
用
し
な
い
場
合
も
認
め
て

い
る
。
最
近
の
傾
向
か
ら
応
札

業
者
が
少
な
い
可
能
性
が
あ

り
、
競
争
低
下
や
落
札
さ
れ
な

い
事
態
を
想
定
し
た
｜
と
い
う

市
の
言
い
分
が
事
実
な
ら
、
委

員
を
説
得
す
る
余
地
は
あ
っ

た
。だ

が
市
担
当
者
は
委
員
の
勢

い
に
押
さ
れ
、
こ
の
公
文
書
を

提
示
せ
ず
、
あ
い
ま
い
な
答
弁

に
終
始
。
あ
る
業
者
は
「
市
は

議
員
の
顔
色
を
う
か
が
っ
て
い

る
だ
け
。
入
札
結
果
を
覆
す
方

が
不
公
平
だ
」
と
あ
き
れ
顔
。

一
方
で
、
市
は
過
去
に
も
同
様

に
条
件
を
緩
和
し
て
お
り
、
委

員
の
突
然
の
反
発
を
「
不
自
然
」

と
み
る
向
き
も
あ
る
。

市
の
「
説
明
力
」
の
欠
如
は

一
般
質
問
で
も
露
呈
し
た
。
市

役
所
機
能
を
再
編
す
る
「
総
合

支
所
」
新
設
は
、
重
要
施
策
と

位
置
付
け
な
が
ら
、
議
員
か
ら

「
二
重
行
政
だ
」
と
疑
問
が
噴

出
。
担
当
部
長
の
答
弁
に
説
得

力
は
な
く
、
最
後
に
は
「
市
民

目
線
に
立
っ
て
い
な
い
」
と
そ

っ
ぽ
を
向
か
れ
た
。

庁
舎
移
転
や
公
会
堂
解
体
を

巡
り
、
市
民
か
ら
住
民
投
票
を

求
め
る
直
接
請
求
が
相
次
ぐ
長

崎
市
。
ま
ち
づ
く
り
が
混
迷
す

る
背
景
に
は
、
市
民
や
議
会
に

説
明
を
尽
く
さ
な
い
、
市
の
甘

い
姿
勢
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ

た
。

（
田
下
寛
明
）

県警ＯＢの長田友光さん が長崎市外海地区に
構えた工房で、各地の郷土芸能で使う浮立面や獅子
頭などを制作している。「生活の中に生きていくよ
うな作品を手掛けたい」という思いで、彫り物と向
き合っている。

県警ＯＢ 長田さん 外海の工房で

浮立面、獅子頭彫り続ける

長
田
さ
ん
は

歳
の
時
、
佐
賀

県
鹿
島
市
の
面
師
、
梶
原
一
龍
さ

ん
が
長
崎
市
で
開
く
教
室
で
学
び

始
め
た
。
梶
原
さ
ん
の
能
面
は
鑑

賞
用
で
は
な
く
、
能
楽
師
が

台

で
使
う
も
の
。
長
田
さ
ん
も
師
匠

に
倣
い
、
実
際
の
曲
や

を
イ
メ

ー
ジ
し
な
が
ら
彫
っ
て
い
た
が
、

作
品
を
能
楽
師
に
所
望
さ
れ
る
機

会
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。

西
海
署
勤
務
時
代
の
２
０
０
６

年
、
西
海
市
大
瀬
戸
町
の
松
島
獅

子

保
存
会
に
依
頼
さ
れ
、
獅
子

頭
３
体
を
彫
り
上
げ
た
。
「
自
分

の
作
品
が
生
き
た
現
場
を
も
ら
え

た
」
と
喜
び
を
感
じ
、
郷
土
芸
能

で
使
う
彫
り
物
も
手
掛
け
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

年
の
定
年
退
職
後
は
制
作
に

専
念
す
る
た
め
、
長
崎
市
大
手
３

丁
目
の
自
宅
と
は
別
に
、
同
市
下

大
野
町
に
土
地
を
借
り
て
寝
泊
ま

り
可
能
な
工
房
を
建
て
た
。
能
面

の
ほ
か
、
浮
立
面
を
彫
り
写
す
修

業
を
続
け
る
。
梶
原
さ
ん
の
面
を

参
考
に
微
妙
な
形
を
表
現
。
「
い

ず
れ
先
生
の
後
継
者
に
な
れ
れ

ば
。
技
術
が
途
絶
え
な
い
よ
う
に

し
た
い
」
と
語
る
。

そ
の
思
い
は
、
地
域
を
見
守
る

神
社
へ
も
広
が
る
。３
年
ほ
ど
前
、

工
房
近
く
の
大
野
神
社
に
天
狗
面

を
二
つ
奉
納
。
現
在
は
２
年
後
の

奉
納
を
目
指
し
、
獅
子
頭
２
体
の

制
作
に
打
ち
込
む
。
「
奉
納
し
た

作
品
は
自
分
の
死
後
も
残
る
。
後

の
人
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う
、
自
分

の
気
合
と
技
術
を
注
ぎ
込
み
た

い
」
と
い
う
一
心
だ
。（

犬
塚
泉
）

伝
統
の
技

絶
え
ぬ
よ
う

制作中の獅子頭を前に「持てる技術を注ぎ込んだ作品を奉納したい」と語る
長田さん ＝長崎市下大野町
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⊃

証
明
書
の
本
人
通
知
制
度

川
田
専
務
理
事
に
旗
を
手
渡
す
稲
田
支
店

長
（
左
）

長
崎
市
、
県
交
通
安
全
協
会

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

交
通
事
故
防
止
へ

横
断
旗

本
寄
贈

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ

同
和
損
保
長
崎
支
店

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

保
長
崎
支
店
は

日
、
県
交
通

安
全
協
会
に
横
断
旗
５
０
０
本

を
寄
贈
し
た
。

２
０
０
１
年
か
ら
社
会
貢
献

の
一
環
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

県
内

地
区
の
小
中
学
校
通
学

路
の
横
断
歩
道
で
子
ど
も
た
ち

に
使
っ
て
も
ら
う
予
定
。

稲
田
和
幸
支
店
長
が
長
崎
市

城
栄
町
の
同
協
会
を
訪
れ
、
川

田
久
美
彦
専
務
理
事
に
目
録
と

旗
を
手
渡
し
た
。
稲
田
支
店
長

は
「
子
ど
も
が
車
に
注
意
し
て

歩
く
よ
う
、
意
識
付
け
の
向
上

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

た
。県

警
に
よ
る
と
、
県
内
で
今

年
発
生
し
た
小
中
学
生
が
関
わ

る
交
通
事
故
は
８
月
末
ま
で
に

件
。
う
ち

件
が
登
下
校
中

だ
っ
た
。

（
古
瀬
小
百
合
）

本格焼酎の楽しみ方を学生に伝えたプログラム＝長崎大

若
者
に
焼
酎
の
楽
し
み
方
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
九
州
７

県
の
蔵
元
な
ど
で
つ
く
る
「
九

州
本
格
焼
酎
協
議
会
」
（
本
部

・
鹿
児
島
市
、
２
８
６
社
）
は

日
、
長
崎
市
文
教
町
の
長
崎

大
で
「
九
州
学
生
本
格
焼
酎
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｑ
Ｓ
Ｐ
）
」
を
開

い
た
。
大
学
生
ら
が
歴
史
や
適

度
な
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

同
協
議
会
に
よ
る
と
、
本
格

焼
酎
は
単
式
蒸
留
機
で
つ
く
ら

れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

％
以

下
を
指
す
。
蒸
留
が
一
度
き
り

の
た
め
、
麦
や
芋
な
ど
原
料
本

来
の
風
味
が
生
き
て
い
る
の
が

特
長
。

Ｑ
Ｓ
Ｐ
は
２
０
１
２
年
か
ら

各
県
の
大
学
で
巡
回
開
催
し
９

回
目
。
本
県
で
は
初
め
て
。

約

人
が
参
加
し
た
。
玄
海

酒
造
（
壱
岐
市
）
の
山
内
昭
人

社
長
と
、
壱
岐
の
華
（
同
）
の

長
田
浩
義
社
長
が
、
壱
岐
焼
酎

の
歴
史
な
ど
を
解
説
。
本
坊
酒

造
（
鹿
児
島
市
）
の
秋
山
克
樹

研
究
員
は
「
本
格
焼
酎
は
食
中

酒
に
最
適
。
軽
や
か
な
風
味
の

焼
酎
に
は
地
鶏
の
刺
し
身
、
濃

厚
な
焼
酎
に
は
豚
骨
の
煮
込
み

が
合
う
」
と
説
明
し
た
。

飲
酒
事
故
防
止
を
啓
発
し
て

い
る
武
庫
川
女
子
大
の
木
下
健

司
教
授
は
、
過
去

年
間
で

人
の
大
学
生
が
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
で
亡
く
な
っ
た
と
し
て

「
飲
酒
の
強
要
、
イ
ッ
キ
飲
み

は
絶
対
に
し
な
い
で
」
と
呼
び

掛
け
た
。

（
緒
方
秀
一
郎
）

軽やかな風味 楽しんで
⊂⊂⊂⊂⊂ 長崎大で教育プログラム

九
州
本
格
焼
酎
協
議
会

定
例
長
崎
市
議
会
は

日
、
最
終
本
会
議
を
開
き
、
総

額

億
５
７
０
０
万
円
の
本
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案

な
ど

議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
同
意
し
閉
会
し
た
。
市

公
会
堂
の
解
体
工
事
で
業
者
と
契
約
を
結
ぶ
議
案
は
、
市

の
規
定
を
守
ら
ず
に
発
注
し
て
い
た
と
の
理
由
で
、
全
会

一
致
で
否
決
。
市
に
よ
る
と
、
入
札
を
や
り
直
す
た
め
、

月
上
旬
に
始
ま
る
予
定
だ
っ
た
解
体
は
２
カ
月
以
上
遅

れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

日
の
環
境
経
済
委
で
は
、

市
が
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札

の
参
加
条
件
を
緩
和
し
て
業
者

を
募
集
し
た
こ
と
を
問
題
視
。

市
は
入
札
に
参
加
す
る
業
者
が

少
な
く
「
競
争
性
の
確
保
」
を

理
由
と
し
た
が
、
委
員
か
ら
は

参
加
業
者
数
は
一
定
確
保
で
き

る
と
指
摘
す
る
声
が
上
が
り
、

議
案
を
否
決
し
た
。

本
会
議
で
は
堤
勝
彦
委
員
長

（
明
政
ク
）
が
審
査
結
果
を
報

告
。
討
論
で
、
否
決
を
支
持
す

る
立
場
で
筒
井
正
興
議
員
（
明

政
ク
）
が
「
発
注
基
準
に
基
づ

か
な
い
不
明
瞭
な
入
札
で
、
議

会
や
市
民
に
不
誠
実
な
や
り
方

だ
」
と
市
を
批
判
し
た
。

閉
会
後
の
取
材
に
田
上
富
久

市
長
は
「
否
決
は
残
念
だ
が
、

公
会
堂
を
解
体
す
る
方
針
に
変

更
は
な
い
。
早
い
時
期
に
入
札

を
や
り
直
す
。
入
札
制
度
の
見

直
し
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。（

田
下
寛
明
）

長
崎
市
は
、
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
証
明
書
を

登
録
者
本
人
以
外
の
第
三
者
が

請
求
し
取
得
し
た
場
合
、
本
人

へ
文
書
で
通
知
す
る
制
度
を

月
１
日
か
ら
始
め
る
。
不
正
請

求
を
抑
止
し
、
個
人
情
報
を
保

護
す
る
狙
い
。
通
知
を
受
け
る

に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
、
市

は
受
け
付
け
中
。

県
内
市
町
で
同
制
度
の
導
入

は
初
め
て
。
市
市
民
課
に
よ
る

と
、
住
民
基
本
台
帳
法
な
ど
に

基
づ
き
、
裁
判
や
相
続
分
野
の

手
続
き
に
使
う
な
ど
の
正
当
な

理
由
が
あ
れ
ば
本
人
の
同
意
な

く
証
明
書
を
請
求
で
き
る
。
だ

が
２
０
１
１
年
、
東
京
の
司
法

書
士
ら
が
愛
知
県
な
ど
で
戸
籍

謄
本
な
ど
を
大
量
に
不
正
取
得

す
る
事
件
が
発
生
。
こ
れ
を
機

に
全
国
で
本
人
通
知
制
度
の
導

入
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

事
前
登
録
す
れ
ば
、
市
が
第

三
者
へ
証
明
書
を
交
付
し
た
約

１
カ
月
後
、
交
付
年
月
日
や
証

明
書
の
種
別
な
ど
を
文
書
で
本

人
に
伝
え
る
。
請
求
者
側
の
個

人
情
報
保
護
の
た
め
請
求
者
の

名
前
や
住
所
な
ど
は
通
知
し
な

い
が
、
同
課
は
「
身
に
覚
え
が

な
い
請
求
が
あ
れ
ば
、
情
報
の

開
示
請
求
が
で
き
る
の
で
、
早

期
対
応
に
つ
な
が
る
」
と
し
て

い
る
。

登
録
に
は
所
定
の
申
込
書
の

ほ
か
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人

確
認
書
類
が
必
要
。
本
庁
や
支

所
、
行
政
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
受

け
付
け
る
。
郵
送
で
の
申
し
込

み
も
可
能
。
登
録
や
通
知
は
無

料
。問
い
合
わ
せ
は
市
民
課（
電

０
９
５
・
８
２
９
・
１
１
３

５
）
。

（
宮
本
宗
幸
）

工
事
契
約
議
案
を
否
決

市議会閉会
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